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共通教育フォーラム
テーマ 「共 通 教 育 の 過 去 ・現 在 ・未 来 」
教養の学びは、キャンパスの広がりの中にある
監 事 古森 勲
新聞記者と して36年。政治、経済、文化、教育、スポー
ツ、平和、外交、安全保障など社会で起きたさまざまな事
象と向き合い、いろんな記事を書いてきた。取材は、日本
国内だけでなく海外へ及んだ。取材先で出会う人々との
交流には緊張もあったが新 しい発見があ り、楽 しかっ
た。17回の転勤 ・異動 と20回の引越 しを繰 り返 しなが
ら、移り行く世相を記事でどう描いてきたのだろうか。
大学を卒業 し記者としてスター トした初任地は高知、
坂本龍馬の生誕地である。龍馬を育てた土佐は過疎化と
苦闘していた。その取材経験が都市問題へ関心を向けさ
せたのだった。次の和歌山では、吹き荒れていた大学紛争
が和歌山大学でも深刻になっていた。大学本部や学舎が
封鎖され、取材する目の前で学生同士のゲバ棒による乱
闘が起きた。そして社会部へ。大阪万国博覧会開幕間近の
大阪の街は改造中で、地下鉄工事現場ではガス爆発が起
き、死者79人を出す大惨事があった。石油コンビナー ト
の煙や車の排ガスによる大気汚染はぜんそく患者を増や
し、都市の繁栄が人間の命を脅かし始めていた。
再び四国に戻 った高松では、当時の激化 していた受験
競争をテーマに教育問題 に取 り組んだ。香川県は、全国
学力テス ト初期のころ日本一を続けた実績があった。取
材班を編成 し、「香川の教育」のタイ トルで幼稚園から高
校までの教育現場を訪ね、教師や父母 らを取材 し、92回
連載 し教育現場の実相を掘 り下げた。
20世紀の末期 に海外取材が舞い込んできた。企画の
テーマは20世紀の出来事から21世紀への教訓を探す
「20世紀からの伝言」。担当する舞台は中国、ドラマとな
る出来事は日露戦争。100年も前の出来事だったので、
自信もなければ取材の展望もなかったが、興味だけがわ
いてきた。ともかく取材 してみよう、と春取材チームに
力口わり、夏には激戦地だった旅川頁へ行き下調べ。秋の本
格取材で教訓をおぼろげに固め、年末にかけて詰め紙面
化 した。8カ月もかかった。
海外取材はさらに続いた。世界の課題である 「核兵器
廃絶への道」、日本が直面 している「高齢化社会への備
え」がテーマだった。いずれも記者 としてそれまで取材
したことがないテーマだったが、これまでの取材とは違
う新 しい目でみて、聞き、記事に書く。不安もあったがア
メリカ、カナダ、オース トラリアへ行ったのだった。
記者にな りたい一大学時代(1962年～1966年)に
見たNHKの テレビ ドラマ 「事件記者」に突き動かされ
た。さまざまな出来事 に挑む能動的なスマー トさにあこ
がれたのである。でも、実際の記者生活はスマー トさだ
けではなかった。厳 しかった。でも、書いた記事が励みに
な ったと喜ばれた り、逆に抗議されたり…どっちにして
もやりがいがあった。
でも、大学を卒業 したばかりの新米記者が社会で初め
て取材する相手は、その道のプロばか り。その人たちを
取材するとき頼りになったのは、元記者の講師が体験を
交えながらジャーナ リス トとしての心構えを語 ってく
れた新聞学だった。そのほかの科目は、よく分からない。
ただ、1、2年の英会話をその後も続けておけばよかっ
たと悔やんでいる。
教養科目の学びについて思 うことがある。学生のとき
課外活動で読書会を主宰 していた教授のつぶやきを後輩
が教えてくれた。「フルモリが記者になりたいと言っとる
が、あんな本を読まんやつが…無理や」と。そう言いなが
らも読書の大切さを説き、「もっと読め」と言わんばかり
に勧めてくれたのが夏 目漱石の作品だった。そのひとつ
「坊っちゃん」が記者時代のスランプ回復剤となってくれ
た。そのことを恩師には話 していない。記者人生を貫くな
ら漱石の生き方を学べと言いたかったのだろうか。
教養科 目には味がある。「もっと読め」は、教え子(私)
に目標を越えさせようとする教師の粘りなのかも しれ
ない。教養と言えば哲学者の鶴見俊輔さんの取材を思い
出す。あの幅の広い知識についていけなかった。でも、鶴
見俊輔集を傍らにテープ起 こしすると非常に分か りや
すい文章 になった。丁寧な言葉 にはいつも粘 りを感 じ
た。そういえば読書会の教授の口から鶴見さんの名前が
よく出ていたので、親交があ ったのかも知れない。
教養科目が根付くには、内面的にはそのひとの心掛け
にあると思 う。それに環境がその心掛けを育んでくれ
る。私 は四季の中で春が好きだ。木々の芽吹きはやがて
一面を萌えるような緑で覆ってしまう。その一瞬の期間
新鮮な心地が蘇る。その新鮮さを記者は失 ってはならな
い。幸い母校の大学のキ ャンパスは緑に包まれていた。
教養は動いている知識といわれる。教養は、講義室だけ
で学ぶ科目ではなく、教師と学生が交 じり合 うキ ャンパ
スの広がりの中でも学べる科目である。
今、母校で国際関係特別演習とアジアメディア文化論
という国際系の2科 目を担当 し、記者としての現場体験
と取材データをベースに、国際関係の動きの捉え方や日
本との関わりなどについて対論 している。オース トラリ
アと中国からの留学生も受講する中で、情報の世紀と言
われる21世紀の国際社会で活躍する楽 しさ、面 白さを
伝えたいと思 っている。
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